令和３年６月度役員会議事録
令和３年　６月　７日（月）午後５時１５分～６時００分
出席者：役員１３名　（欠席　田中、島田、小池の各理事）
令和３年６月度の役員会開催にあたり、荒井理事長より、先日、私と田中副理事長と金井広報担当は、
日医工ジャーナルのインタビューを受け、現場から見た鋼製医療器械の実態を語り、業界のこれからをどのように考えるか語る機会を得たとの挨拶があり、いつもの報告及び審議に入った。
1． 報　告　事　項
１）更新申請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　事務局より、本間医科器械製作所は、登録が令和３年８月３１日までであったが、調査が令和３年２月３日に行われたため、登録更新申請を令和３年３月１日にしたが、６か月も前に出すことになり、これでは、あまりにひど過ぎるので、令和３年７月１日付けにて、処理することに変更した。

　　　　　　　　　　

２）組合費支払遅延状況
　　事務局より、各部会毎の支払い遅延は、剪刀４社、鑷子３社、メス２社、鉗子１０社、真鍮４社　　
無所属６社　合計２９社（前年同期比３５社）であった。
　　　
３）Ｐ／Ｌ保険更新手続き
　　　事務局より、７月１日更新で、あいおいニッセイ同和損保会社より、５月２０日に手続案内が各組合員に発送されており、申込み締め切りは６月１８日（金）厳守となっている。例年通り、申込書は同保険へ、保険料は同封されている振込票でゆうちょ銀行に持ち込んで、事務局へ振り込んで頂きたい。５月中に申込みあった会社は１２社で、概算保険料は１２５千円であった。
４）共助会報告
荒井共助会委員長より、鉗子の島田誠氏に病気見舞いとして、３万円を支給したとの報告があり、今月の
　　　入金を除いた残高は３、３１８、３２６円であると報告があった。
５）ＵＤＩ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
飯田理事よりは、５月２７日にリモート会議があったとの報告があった。
一方、事務局からは、日本鋼製医科器械同業組合で、UDI報告に唯一詳しく、ここ１０年いやそれ以上、UDI報告に関わってきた飯田理事の言葉を借りれば、「詳しくても、実務をしていないので、わからない」と言って、日本医療機器工業会の穴田事務局長のところへ、講習会をお願いに行った。「製造販売業を持っている人々に添付文書の電子化について、お話してもらいたい」と依頼してくれたが、そこまでであった。
５月１１日　飯田さんから穴田さんに「村田さんに講習会を開いてくれるように、依頼する」旨の
連絡を穴田さんがやっとしてくれた。
５月２１日　まだ穴田さんに結果を聞いていなかったので、荒井さんが穴田さんに電話をする。（まだ電話をしていない。）荒井さんに今日中に何とか、お願いしたところ、穴田氏は出張で不在とのことであった。
５月２４日　９：３０荒井さんが穴田さんに電話して、講習会を開くことの了解を取る。
６月　１日　工業会での会議があるので、そこで決めたいと穴田さんが言ってきた。
　　　私は、ど素人で、これから勉強するには遅すぎると思う。聞くところによれば、内容が濃いもので、
実務を経験しなければ、わからないことがあるようだ。あと２か月しかなく、とにかく時間がほしい。
　　　６月１日に同工業会での会議があり、そこで同業組合の講師の件が話合われることになっていたので、
　　　さっそく穴田さんのところを訪ねた。同氏はいつもの通り、PCを使い、そこへの入り方から説明をし
始めた。私はメモを取る余裕もなく、彼の説明を一言も逃すまいと必死に聞き入った。まだ一つ一つの意味が不明であるが、どこを開けば、何が出てくるくらいは何となく見えてきたように思えた。
　　　「参加者は今申し上げたことを理解した上で、講習会に参加して頂きたい」と、穴田さんの話は一応
おしまいとなり、急いで自室に戻り、今の内容を参加者の皆さんにお伝えしなければなりません。
少し乱暴とは思いましたが、１２～３名を相手に今学んだことをそのままお伝えしようと、ちょっと
リスクを伴いますが、１３ページの長いFAXに挑戦しました。受け取る方からすれば、迷惑なことで
あったと思います。その時はどうにかして、今日の話を伝えたい一心でありました。
失礼をお詫びします。（この話は、日本鋼製医科器械同業組合の全員に関わる話ではなく、製造販売業を
持っている人々を対象としたもので、全体では１２～３社が対象となりますので、議事録として、全員に
回覧するのは、どうかとは思います。）
　　　数日後、渡辺医科器械製作所から「わかったので、講習会は欠席する。」と電話を頂いた時、以前から
　　　センスのよい人とは思っていましたが、まさかこんなにすぐ、何かの切っ掛けで、理解に結び付いたと勝手に解釈して、喜んでおります。
　　　又、講習会に参加する前に、製造販売業者登録申請書（医療機器）（様式 ５）くらいは、書いておいた
　　　方がよいだろうと㈱荒井製作所の荒井さんの弟さんより、進言がありました。
　　　ゾンネ医科工業の今井さんは、ノウハウを持っておられるようで、惜しまず公開してもらいたいものです。

　　　
　　　㈱荒川製作所からは、添付文書の電子化のご担当の細井さんを紹介して頂き、なかなか魅力のある方です。

　　　PCがない中、最後まで、かじりついてきた（有）安田製作所がありました。PCがあることが前提にも
　　　関わらず、会議に出ることをやめません。

　　　(有)小山医科工業は、PCのない中、今回の調査は従来通りのプリントによる、こまかな調査を選んでおりますが、調査官はなぜ、言ってあげないのか不思議です。まさか今年８月から制度が変わることを知らないとは、思えませんが。

　　　順調にいっていると思われるミドリジャ　スギウラの杉浦さんによれば、女性のA子さんが相当理解が
　　　あり、どんどん進んでいるとのうれしい悲鳴です。

　講師の先生の謝礼は、お車代として、３万円を用意する。（荒井理事長）
６）その他
　　・令和３年度の工業会の上期会費１０万円（令和３年７月～１２月）の請求がきており、５月１７日に
支払ったとの報告があった。
　　・来年の総会は、ラングウッドで１月２８日（金）に一応予定しているとの報告があった。
　　２．審議事項
１）暑気払いの件
　　
２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
次回開催日：令和３年　７月７日(火)　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記報告及び審議を終了し、議事録を作成して午後６時００分に役員会を終了した。
　　令和３年　６月　７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　理事長　　　　荒井　　豪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　久保　　優
